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打越さくら候補は最後まで全力で駆け抜けます！

議長を務めた高橋奈緒美地方委員
　（情報労連）

理事長を務めているのは久志田組合づくり相談員

小林会長のあいさつは
YouTubeチャンネル
『連合新潟TV』
でも視聴できます

連 合 新 潟
ホームページ

(1) 第413号 2025年７月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

７月の主な活動
	 1日	 書記長・事務局長会議

	 3日	 第27回参議院議員選挙
	 	 	 公示

	11日	ジェンダー平等
	 	 　　　推進委員会

	18日	 第9回四役会議

	20日	 第27回参議院議員選挙
	 	 	 投開票日

	25日	 第9回執行委員会

	31日	 第４回政策委員会

実質賃金のプラスに向けて、
　取り組みの継続を

第76回地方委員会を開催

連合新潟　2025春季生活闘争 第7回回答・妥結集計結果（6月20日公表）

☆回答・妥結報告があった組合213組合（53,965名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2025額・率」と「2024額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【 回答・妥結集計 】

集計組合
2025 2024同時期 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計

～99 34 1,303 7,859 3.31 7,931 3.45 6,688 2.83 6,528 2.83 1,171 0.48 1,402 0.62 

100～299 46 5,993 12,683 4.60 11,786 4.26 11,356 4.25 10,849 3.99 1,327 0.35 937 0.27 

300～999 35 11,585 12,459 4.20 11,533 4.08 10,850 3.76 9,866 3.53 1,608 0.44 1,667 0.55 

1000～ 18 27,069 14,740 4.98 15,503 5.21 12,600 4.55 12,130 4.13 2,140 0.44 3,373 1.08 

計 133 45,950 13,702 4.69 11,237 4.13 11,829 4.26 9,659 3.59 1,872 0.43 1,578 0.54 

【一時金：回答・妥結集計】
　回答・妥結報告があった組合は、年間57組合（12,992名）、夏季のみ29組合（5,562名）。額・月数と
も集計可能な組合の結果は以下の通りです。
１．年間回答妥結集計結果

業種別
集計組合 2025 2024同時期 対　　　比

組合数 人員 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

額 集 計 34 6,698 1,486,373 1,289,093 1,423,468 1,245,352 62,905 43,741 

月数集計 46 11,058 4.66 4.33 4.58 4.32 0.08 0.02 

２．夏季のみ回答妥結集計結果　※夏季のみ回妥，年間回妥含む

業種別
集計組合 2025 2024同時期 対　　　比

組合数 人員 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

額 集 計 50 11,111 663,789 588,764 634,385 557,342 29,403 31,422 

月数集計 67 14,295 2.33 2.15 2.30 2.09 0.03 0.06 

　

今
年
４
月
、
新
発

田
市
に
県
内
初
の
自

主
夜
間
中
学
校
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
は
様
々
な
事
情
で

義
務
教
育
を
十
分
に

受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
が
学
び
直
す
た
め

の
場
で
、
新
潟
県
高

等
学
校
教
職
員
組
合

の
Ｏ
Ｂ
の
方
が
中
心

と
な
っ
て
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
で
は
地
域
貢
献
基
金
会
計
か
ら
の
支
出
で
、

「
新
潟
県
新
発
田
市
に
夜
間
中
学
校
を
つ
く
る
会
」
に
、
20

万
円
の
助
成
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。（
第
６
回
執
行
委
員
会

で
決
定
）

　

教
師
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
授
業
を
行
い
、
戦
後
の
混
乱
期

で
義
務
教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ
た
人
や
、
不
登
校
だ
っ
た

人
、
外
国
籍
の
人
な
ど
、
多
様
な
背
景
を
持
つ
人
た
ち
が
一

生
懸
命
学
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
活
動
を
応
援
し
て
く
だ

さ
い
。 新

発
田
市
の
自
主
夜
間
中
学
校
を

連
合
新
潟
も
支
援

　

６
月
26
日
、
98
人
の
地
方
委

員
・
役
員
の
出
席
の
も
と
、
第

76
回
地
方
委
員
会
を
新
潟
市
・

朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
小
林
会
長
の
あ
い
さ
つ

で
は
、「
２
０
２
５
春
季
生
活

闘
争
は
粘
り
強
い
交
渉
の
結
果

で
連
合
新
潟
結
成
以
来
最
高
額

の
賃
上
げ
と
な
る
見
込
み
だ
が
、

消
費
者
物
価
の
高
騰
で
実
質
賃

金
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
お
ら
ず
、

生
活
す
る
環
境
に
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
適
切
な
価
格
転
嫁

は
ま
だ
実
現
で
き
て
お
ら
ず
、

結
果
と
し
て
賃
金
の
原
資
を
十

分
に
確
保
で
き
て
い
な
い
。
来

年
の
春
季
生
活
闘
争
に
む
け
て

も
、
こ
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
話
が
あ
り
、
加
え
て
２
０
２

６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
中

央
会
費
制
度
」
の
導
入
に
つ
い

て
、
２
０
１
７
年
か
ら
の
議
論

経
過
と
そ
の
内
容
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

会
議
の
中
で
は
「
２
月
以
降

の
活
動
」
と
「
２
０
２
５
年
度

上
半
期
の
財
政
」
を
報
告
し
、

第
１
号
議
案
「
役
員
の
退
任
の

承
認
」、
第
４
号
議
案
「
後
半

年
度
の
活
動
」
を
含
め
た
４
つ

の
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
２
号
議
案

　

�

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争

の
中
間
ま
と
め

　

６
月
17
日
時
点
の
月
例
賃
金

の
回
答
・
妥
結
で
は
１
３
，
７

０
２
円
・
４
・
69
％
（
集
計
可

能
な
１
３
３
組
合
の
平
均
賃
金

方
式
・
加
重
平
均
）
で
、
多
く

の
組
合
で
前
年
を
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
３
０
０

人
未
満
の
80
の
中
小
組
合
で
は

１
１
，
８
２
１
円
・
４
・
37
％

で
、
全
組
合
と
の
金
額
・
率
の

差
が
前
年
よ
り
縮
小
し
て
お
り
、

中
小
組
合
の
健
闘
が
形
に
表
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
い
ま
だ
交
渉
中
の

組
合
を
最
後
ま
で
支
援
を
す
る

と
と
も
に
、
夏
の
人
事
院
勧
告

と
秋
の
確
定
闘
争
に
む
け
て
官

公
労
と
の
連
携
を
は
か
っ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

　

�

連
合
新
潟
規
程
・
規
則
・

基
準
改
定

　

来
年
１
月
か
ら
の
中
央
会
費

制
度
移
行
に
伴
い
、
連
合
新
潟

が
現
在
「
会
費
納
入
人
員
」
を

基
準
と
し
て
い
る
、「
役
員
選

出
基
準
」「
大
会
代
議
員
選
出

基
準
」「
地
方
委
員
選
出
基
準
」

の
改
定
が
承
認
。
今
後
は
「
連

合
本
部
か
ら
通
知
さ
れ
た
登
録

人
員
数
（
以
下
、「
登
録
人
員

数
」）」
を
も
と
に
２
０
２
６
年

以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
出
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
を

目
的
と
し
、
女
性
の
選
出
の
基

準
も
そ
れ
ぞ
れ
一
部
変
更
し
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
「
大
会
運
営
規

則
変
更
」「
賃
金
規
程
の
変
更
」

「
表
彰
規
程
の
変
更
（
組
織
拡

大
表
彰
制
度
の
新
設
）」
に
つ

い
て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
27
回
参
院
選
決
起
集
会

「
明
る
い
未
来
を

　
み
ん
な
で
咲
か
せ
よ
う
！
」

　

地
方
委
員
会
終
了
後
、
７
月

20
日
投
開
票
の
第
27
回
参
院
選

の
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

連
合
推
薦
の
比
例
候
補
10
人
の

出
身
組
織
を
代
表
し
て
、
Ｊ
Ａ

Ｍ 

遠
藤
裕
香
副
委
員
長
と
、

電
機
連
合 

永
井
研
議
長
、
ま

た
新
潟
選
挙
区
の
打
越
さ
く
ら

候
補
者
か
ら
、
今
選
挙
に
臨
む

強
い
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、
最

後
に
登
坂
副
会
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
、
推
薦
候
補
者
全
員

の
勝
利
に
向
け
て
、
心
を
合
わ

せ
ま
し
た
。

第27回参議院議員選挙連合組織内比例代表候補者
ｉ＋１わたしプラスもう１票

ＵＡゼンセン

田村まみ
（国民民主党、現①）

自動車総連

いそざき哲史
（国民民主党、現②）

自治労

岸まきこ
（立憲民主党、現①）

電機連合

平戸航太
（国民民主党、新）

ＪＡＭ

郡山りょう
（立憲民主党、新）

ＪＰ労組

小沢まさひと
（立憲民主党、現①）

日教組

みずおか俊一
（立憲民主党、現③）

電力総連

浜野よしふみ
（国民民主党、現②）

情報労連

吉川さおり
（立憲民主党、現③）

私鉄総連

森屋　隆
（立憲民主党、現①）

連合新潟推薦
魚沼市議会議員選挙結果

投開票日　6月15日（定数18）

当選⑤   高野�甲子雄 680票
ご支援、ご協力に感謝いたします。

ありがとうございました。

　

7
月
３
日
に
公
示
さ
れ
た
第

27
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
も

残
す
期
間
は
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。

　

連
合
が
推
薦
す
る
「
打
越
さ

く
ら
」
候
補
は
、
こ
の
間
、
新

潟
市
・
JR
新
潟
駅
前
で
の
第
一

声
を
皮
切
り
に
、
新
潟
県
内
各

地
で
労
働
者
・
生
活
者
に
寄
り

添
っ
た
政
策
を
訴
え
て
き
ま
し

た
。

打越さくら候補と
新潟の未来を
� 咲かせよう

　
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
の
実
現
の
た
め
に
は
、

私
た
ち
労
働
者
の
声
を
代
弁
し

て
く
れ
る
「
打
越
さ
く
ら
」
候

補
を
再
び
国
政
へ
送
り
出
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

比
例
代
表
も
含
め
た
連
合
推

薦
候
補
全
員
の
当
選
の
た
め
に

も
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票

所
へ
足
を
運
び
ま
し
ょ
う
。

投票日は7月20日、
期日前投票は
７月19日まで�

 投票に行こう�

第27回参議院議員通常選挙



13×8cm

新潟推進本部
(新潟県総合⽣活協同組合)※在庫状況によっては、他のノベルティをお渡しする場合がございます。

公式キャラクター
ピットくん

1524Z023

※掲載の画像は
イメージです。

※正式申込時点で30歳の方は、ご契約時に31歳を迎えてもキャンペーン金
利を適用します。※実施期間前に正式申込し、ご契約が2026年1月以降とな
る方も対象となる場合がございます。詳しくは店頭へお問い合わせください。

新潟ろうきん 新潟ろうきん 検 索

期間中にマイカーローンを
新規お申込みまたは、ご契約いただいた

３０歳以下の方
対象者

キャンペーン
金利

マイカーローン
金利引下げキャンペーン応援！

30U-

夢ま
で

乗
せ
て 最下限金利適用

2025年2 1（土）～12 30（火）まで2025年2 1（土）～12 30（火）まで

最新の金利やキャンペーンの詳細は
ホームページからご確認ください

実施
期間

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

西村衆議院議員から選択的
夫婦別姓について講演

連合の小林茜さんからジェンダー
平等推進計画について説明

ジェンダー平等委員会福井委員長から市川室長へ要請書を手交

仁平総合政策推進局長（左から5人目）から
金額改定審議にむけたポイントの説明

中原市長（中央）へ　
　　　　要請書を手交

2025年７月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第413号

　

娘
が
こ
の
春
、

高
校
生
に
な
っ
た
。

中
学
校
で
は
部
活

を
や
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
学
校
が

終
わ
っ
た
ら
家
に
い
る
こ
と
が

多
く
、
休
み
の
日
も
家
族
一
緒

に
居
る
時
間
が
多
か
っ
た
。

　

４
月
に
入
り
部
活
に
入
っ
た

ら
生
活
が
一
変
し
、
朝
早
く
学

校
に
行
き
、
帰
宅
時
間
は
び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
遅
く
、
家
族
全

員
で
ご
飯
を
食
べ
る
日
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

　

娘
は
娘
の
世
界
が
で
き
、
楽

し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

こ
れ
が
親
離
れ
し
て
い
く
と

い
う
事
か
・
・
と
し
み
じ
み
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

（
玉
）

■燕三条？��三条燕？
� ■■■県央地協発■■■
　県央エリアは県内外、また国際的にも両市地域
が「燕三条」として広く認識されている。また新
幹線駅と高速道路のインターチェンジが徒歩圏内
（15分）であることは産業や観光にとって大変優
位と言われていているが、なぜか駅は『燕三条
駅』、インターチェンジは『三条燕IC』となって
いる。これは開業の際「どちらの名前が上にくる
か」を仲良く（？）分け合ってのことらしい。県内
では昨年11月に『小出IC』から『魚沼IC』に改名、
看板などの書換えで当該自治体の負担が3億円ほ
ど掛かったものの、経済効果は16億円が見込ま
れているという。最近、燕三条青年会議所を中心
に燕三条ブランドの更なる底上げを目標に『燕三
条IC」への改名に向け、意識調査や署名が始まっ
た。若年層は前向きな意見がある一方、「名前が
下だと下に見られる」という昭和57年当時から
一途な意見をお持ちの方もいるようだが、横書き
なら『下』はありませんが、いかがでしょうか。

私の地
まち

域からこんにちは！⑪

最低賃金の大幅な
引き上げにむけて
北陸ブロック
　最賃担当者会議
　　　　を開催‼

０
年
代
に
全
国
平
均
１
５
０
０

円
を
目
標
と
し
て
い
る
政
府
方

針
、
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
実
行
計

画
２
０
２
５
改
訂
版
な
ど
で
示

さ
れ
て
い
る
目
安
を
超
え
た
引

上
げ
が
さ
れ
た
場
合
の
政
府
補

助
金
の
動
向
に
つ
い
て
、
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
存
在

意
義
に
つ
い
て
の
３
点
に
触
れ

あ
い
さ
つ
し
、
前
年
を
上
回
る

最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
む
け
て
、

真
摯
な
論
議
と
対
応
を
求
め
ま

し
た
。

　

本
部
か
ら
の
提
起
で
は
、
令

和
７
年
度
の
最
低
賃
金
審
議
は
、

全
都
道
府
県
で
１
０
０
０
円
に

到
達
さ
せ
る
こ
と
、
労
働
の
対

価
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
水
準
へ
引
上
げ

る
こ
と
、
地
域
間
の
額
差
を
縮

小
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
説
明
さ
れ
、

出
席
者
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
で
、
仁
平
総

合
政
策
推
進
局
長
か
ら
は
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
目
安
審
議
に
あ

た
っ
て
は
、
前
年
以
上
の
水
準

と
な
る
よ
う
最
善
を
尽
く
す
と

　

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
（
新
潟
、

富
山
、
石
川
、
福
井
）
は
、
６

月
６
日
に
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ザ
武
蔵
（
金
沢
市
）
で
２
０
２

５
年
度
最
低
賃
金
担
当
者
会
議

を
開
催
し
、
連
合
新
潟
か
ら
7

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
開
催
県
の
連

合
石
川
福
田
会
長
は
、
２
０
２

　

連
合
新
潟
女
性
委
員
会
は
、

６
月
21
日
に
朱
鷺
メ
ッ
セ
で

「
２
０
２
５
女
性
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
開
催
し
、
各
構
成
組
織
、

地
域
協
議
会
か
ら
28
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

本
集
会
で
は
基
調
講
演
と
し

て
、
西
村
智
奈
美
衆
議
院
議
員

か
ら
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
」、
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・

多
様
性
推
進
局
の
小
林
茜
さ
ん

か
ら
「
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
計
画
フ
ェ
ー
ズ
２
」
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
国
会
で
は
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
の
関
連
法
案
が
衆
議

院
で
28
年
ぶ
り
に
審
議
入
り
し

た
が
、
今
国
会
で
の
採
決
は
見

送
ら
れ
、
今
秋
の
臨
時
国
会
に

審
議
を
持
ち
越
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
衆
院
法
務
委
員
長
と

し
て
委
員
会
の
運
営
に
あ
た
ら

れ
た
西
村
智
奈
美
衆
議
院
議
員

は
「
国
連
は
日
本
に
対
し
て
２

０
０
３
年
か
ら
約
４
回
に
わ
た

っ
て
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を

法
制
化
す
る
よ
う
勧
告
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
約
30
年
の
間
に

野
党
な
ど
か
ら
議
員
立
法
が
提

出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

審
議
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
異
例
で
あ
っ
た
。
今
国
会

で
選
択
的
夫
婦
別
姓
関
連
法
案

の
審
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
画

期
的
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
連

合
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
今
秋

の
臨
時
国
会
に
お
い
て
し
っ
か

り
と
議
論
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。」
と
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
連
合
の
小
林
茜
さ
ん

か
ら
は
２
０
２
４
年
10
月
か
ら

開
始
さ
れ
た
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
計
画
フ
ェ
ー
ズ
２
に

関
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
、

「
世
界
の
潮
流
は
２
０
３
０
年

（
い
わ
ゆ
る
２
０
３
０
５
０
）

ま
で
に
完
全
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
実
現
で
あ
る
。
連
合
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
フ
ェ
ー

ズ
２
で
も
、
推
進
目
標
で
『
執

行
機
関
へ
の
女
性
の
参
画
率
50

％
』『
決
議
機
関
へ
の
女
性
組

合
員
比
率
に
応
じ
た
女
性
の
参

画
』
を
掲
げ
て
い
る
が
、
各
組

織
の
実
情
に
応
じ
て
ま
ず
は
30

％
（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
マ
ス
）
を

め
ざ
し
て
、
取
り
組
み
を
進
め

て
ほ
し
い
。」
と
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
女
性
の
組
合
活

動
参
画
を
進
め
る
た
め
に
何
が

で
き
る
か
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
ト
ー
ク
を
行
い
、
各
グ
ル
ー

プ
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
、
連
合
新
潟
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会
と
女
性

委
員
会
は
、
新
潟
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
へ
の
要
請
行
動

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
誰
も
が
自

ら
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
に
む
け
て
毎
年
、
雇
用
環

境
・
均
等
室
へ
の
要
請
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

要
請
の
内
容
と
し
て
、「
育

児
・
介
護
等
が
両
立
で
き
る
就

業
環
境
の
整
備
」
に
関
し
て
３

項
目
、
女
性
の
活
躍
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
で
多
様
性
を
認
め
合

う
社
会
の
実
現
に
関
し
て
４
項

目
の
全
７
項
目
を
要
請
し
ま
し

た
。

　

労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

か
ら
は
、
全
て
の
要
請
項
目
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
同
じ
認
識

の
も
と
、
労
働
局
と
し
て
も
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
旨
、
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
各
委
員
か
ら
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
男
女
平
等

参
画
に
関
し
て
、
現
場
で
起
き

て
い
る
事
例
な
ど
を
挙
げ
な
が

ら
、
要
請
内
容
の
実
現
を
強
く

訴
え
ま
し
た
。

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
の
目
安
審
議
を
経
て
、
７

月
下
旬
を
目
途
に
新
潟
県
の
最

低
賃
金
審
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争

の
賃
上
げ
の
勢
い
を
最
低
賃
金

へ
波
及
さ
せ
、
物
価
上
昇
に
負

け
な
い
最
低
賃
金
の
引
上
げ
と

な
る
よ
う
、
真
摯
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

各
自
治
体
へ
協
力
を
要
請

　

６
月
13
日
、
新
潟
地
協
（
丸

山
淳
議
長
）
が
２
０
２
５
年
度

新
潟
県
の
最
低
賃
金
が
首
都
圏

や
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
や
、
外
国
人
労
働
者
も
含

め
た
生
産
年
齢
人
口
の
県
外
流

失
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
、
県
内

企
業
の
多
く
で
人
手
不
足
に
あ

る
現
状
や
、
２
０
２
５
春
季
生

活
闘
争
が
前
年
を
上
回
る
回

答
・
妥
結
状
況
に
あ
る
こ
と
な

ど
、
幅
広
く
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
各
地
域
協

議
会
協
力
の
も
と
、
新
潟
県
内

各
自
治
体
へ
要
請
行
動
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
へ
の
注
目
、
関
心

は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
前

年
以
上
の
引
上
げ
で
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割

を
果
た
せ
る
水
準
と
な
る
よ
う
、

真
摯
な
論
議
に
臨
み
ま
す
。

に
お
け
る
最
低
賃
金
引
き
上
げ

に
む
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
新
潟
市
（
中
原
市
長
）

へ
要
請
行
動
を
行
い
、
連
合
新

潟
地
協
三
須
副
議
長
、
山
際
事

務
局
長
と
と
も
に
、
連
合
新
潟

か
ら
小
林
会
長
、
遠
藤
副
事
務

局
長
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
三
須
副
議
長
か
ら
中

原
市
長
へ
要
請
書
を
手
交
し
、

要
請
内
容
お
よ
び
新
潟
県
の
最

低
賃
金
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、
金
額
引
き
上

げ
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、

2025年�連合地協「平和運動」実施予定一覧
地協名 日　時 イ ベ ン ト 名 実 施 場 所

下越地協
８月11日（月祝）
13：30～16：30

戦後80年平和祈念事業
しばた平和のつどい

新発田市生涯学習センター
講堂

８月17日（日）
17：00～20：30

戦後80年平和祈念事業
灯りと音楽のゆうべ 新発田市寺町通り

新潟地協 ８月20日（水）
18：30～

「東京大空襲」体験伝承
者による講演会 クロスパルにいがた

佐渡地協 ８月10日（日）
９：00～12：00

ピースシッププロジェ
クト

両津佐渡汽船フェリー改札付近
離島開発センター3階大ホール

県央地協 ８月23日（土）
10：30～12：15

終戦80年被爆体験伝承
講話

三条市立大学共和松井ホール
（大学構内4階）

中越地協

７月26日（土）
10：00～12：00

平和活動・生活安心セ
ミナー 小千谷市民会館

７月31日（木）
18：00～20：30

第31回平和の森コンサ
ート 平和の森公園

８月１日（金）
８：00～８：30 平和祈願祭 平和の森公園

８月１日（金）
９：00～９：40 平和祈念式典 アオーレ長岡アリーナ

８月１日（金）
10：15～11：50

第18回ながおか平和フ
ォーラム アオーレ長岡アリーナ

柏崎地協 開催なし

上越地協
８月または９月の
平日に開催予定
18：30～20：00

2025年度平和集会 未定

連
合
新
潟
女
性
委
員
会

「
２
０
２
５
女
性
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催

新
潟
労
働
局
へ
の

�

要
請
行
動


